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「マスク不足」と騒ぎになったが、沈静すると今度はマスクファッション。したたかな商売とそれに流される人々。 

あ あらま大変あなたのマスク 穴があいてる危ないわ 

不要不急の通院が減ったせいか、病院は待ち時間が少なくなったとか。しかし持病で定期的通院の人達は心配。 

い 行けば怖いが行かねばならぬ 医者へ行くのは命がけ 

どこへも出かけられないのは、つまらない。どこか安全な国はないかと、普段は見ない世界地図を開く御仁。 

う 海の向こうもウイルス騒ぎ うっかり出かけりゃ運の尽き 

秋になり、冬になると定番メニューの駅伝レース。走っている人の苦悩をよそにテレビに釘付けのおっさん・・・・。 

え 枝豆ビールで駅伝テレビ 駅伝中止で演芸に 

テレビもつまらないので、かあちゃんに内緒で駅前の裏通りまで出向いたのだが 

お おっかなびっくりお酒を飲みに 美味しくない上おそろしい 

か 体だるいよ風邪ひいたかな かすかに熱あり感染か 

政府や自治体の要人が度々テレビの画面に登場するが、役に立つ話は何も聞こえてこない。 

き きのう何人今日何人と 記録とるだけ奇策なし 

く 苦心惨憺苦肉の策も 下らぬアイデア苦汁なめ 

冠婚葬祭の儀式は縮小化・簡素化ばかりか簡略化に。この分野の事業は大変な状況。しかし若者は更に大変。 

け 結婚しました今朝から夫婦 結婚式なく決意だけ 

親も親とて悩みが多い。年に一度子連れで帰省してくる娘・息子を待つ田舎の老父母にとっては、つらい決断。 

こ 今度の正月孤独で過ごす コロナ心配子ら来るな 

何やら意味不明な横文字を並べて、「やった、やった」と自負する永田町の人々。国民の命より、金の流れを重視 

さ 酒がうまいし刺身もうまい さーさおいでよ酒蔵へ 

再び数値に異変が起きると、医者や評論家が騒ぎ出す。夏場の自粛は効果があった。今再び英断せよと迫るが 

し 強いる自粛で静かになった しからば再び指示を出せ 

す 数字並べて涼しい顔で 筋書き見えないストーリー 

不平や不満を唱える人は少なくないが、医療に従事する人にとどまらず、社会のインフラを支える人達の労苦は

計り知れない。顧客の情報システムを守るために、盆も暮れ正月もなく奔走した 40年前が、ふと頭をよぎる。 

せ 精根尽きたか背中に影が 正視できない凄惨さ 

体を張って頑張っている人がいるかと思えば、テレビに出ていいかげんなことを喋っている人もいて腹立たしい。 

そ そらごと語ってその場の限り 素知らぬ顔でそそのかす 

政府の施策も「そそのかし」のようなもの。「Go to XXX」というにわか作りの造語で一億国民にけしかける。 

ポイントやおまけをつけたり、割引があったりすればすぐに撒き餌に食らいつく国民性を利用して、結果的に感染

者増を招いてしまった。施策を考える人も単純だが、そこに食らいつく人も単純だ 

た 食べに行きましょ旅出かけましょ たきつけ火の粉が立ちのぼる 

そしてまた、政府と都道府県知事との間の無責任なやりとりが報道される毎日。 

ち 知事におまかせ知事国を責め ちっとも進める力なし 

しかしながら、千葉県だけは別格。県の名誉を傷つけた方の所へはマイクは向かないし、この県はコロナ所じゃ・・ 

つ 作り声出し作った顔で ついに辞めるか次は誰 

リモートワーク・オンライン・テレワークと、何でも横文字風カタカナにしたがる方々。在宅勤務・遠隔執務ではいけ

ないんだろうか。パソコンもちょっと金をかけるとテレビが見られる機種になる。すると気になるお父さん・・・・ 

て テレビパソコン亭主は部屋で テレビばかりのテレワーク 

テレビは感染者数のグラフばかり、しかも東京のデータだけが騒がれる。「東京は危険だ」の喧伝が目的か？ 



と とても不安だ東京暮らし 当分友達遠ざける 

郊外の住宅地、「三密あぶない」の声をよそに、マスクの無料配布と聞いてすぐにかけつける厄介なオバハン。 

な 並ぶのお好きね何でもいいの 何かもらえる何であれ 

厄介なオバハンが並ぶ行列の脇を、憂鬱そうな顔で通り過ぎる女性の二人連れの会話が耳に入ってきた。 

に 兄さん出張新潟へ行く 新妻残して任務です 

農作物の盗難が続いた。果樹園が被害にあったり、牛や豚までが盗まれた。捕まった犯人の言訳が面白い。 

「コロナで仕事がなくなって・・・」。何でもコロナのせいにするな、バカ。コロナに失礼じゃないか！！ 

ぬ 盗んだ子豚で濡れ手で粟が ぬかるみの道でぬれねずみ 

在宅勤務、家族にとっては色々なことが見えてくる。こっそり部屋を覗くと、普段家では見られない光景が。 

ね 姉ちゃんＯＬネットで仕事 猫なで声だし熱弁す 

自分も、外出を控えるようになり時間を持てあますようになる。今日もお茶とせんべいとノート一冊持って縁側で 

の 脳トレ毎日ノートを持って のんべんだらりと脳天気 

プロ野球観戦が好きなおっちゃん達は、日本シリーズが終るまでは「任務」があるから良いが、終ってしまうと 

は 原は工藤に激しくやられ 腹立ちまぎれの歯ぎしりを 

さてさて、いつまでも家にいるのも精神衛生上よろしくない。何処かへ行ってみたいな、安全な方法でどこかへ 

ひ ひとり車で日帰りの旅 人に出会わず被害なし 

ふ 風呂の窓からふと外見れば 富士のお山にふわり雲 

白いマスクにもそろそろ飽きてきた。何か自分で作ってみようかしら・・・。何か変ったイラストでも、と考えたところ

まではよかったのだが。自分では見えないマスクのイラスト、鏡に映してみてびっくり 

へ 下手の横好きへんてこマスク 変なイラスト変な人 

人が集まるイベントはことごとく避けるべし。親子兄弟親戚が集まる法事は今年はやめようという方が多いらしい。 

ほ 法事はやめると法師に言えば ほほえむにっこり仏様 

そうして慎重な暮らし方を意識する方がいるかと思えば、何も頓着せず気ままに動く「コロナ奴（やっこ）」もいる。 

そして、何やらおかしな理屈をつけては、行動が治まらない。 

ま まさか俺がと真顔で言うて まずい所へまた行った 

み みんな一緒で皆無事だった 店を選べば身は安全 

む 昔なじみと無理して出かけ むこうみずだよ無鉄砲 

そんなこんなで、あの世へ行くことになったアナタ。この世での習慣通り「挨拶の一品」を携えて冥土への旅に・・ 

め 冥土の土産においしいお菓子 迷惑閻魔はメタボです 

も もしやアナタはモナカのお店 もう来たのかね亡者君 

あの世も今では高齢化と成人病が問題になっていて、入国審査が厳しいらしいです。冥土 in Japanかな。 

この世に戻れば、野菜の値段が安いのが唯一の救い。と思っているのだが、間もなく年末、いつまで安いか？？ 

や 八百屋の店先野菜が安い やがて安売りやめになる。 

年末年始のテレビ番組、番組を作るテレビ局の方は「面白がって作っている」ようだが、見ている方は今やそれど

ころではない。番組を作る側の馬鹿さ加減が一層目立つのがこの時期。 

ゆ 行く年来る年行方は暗い 揺らぐ天地に夢見えず 

よ よもやここまで良くなきことが よくよくつながる予測せず 

１２月に入り感染者グラフは急カーブで上昇。オリンピックが間近に迫るが、巷に聞こえる声は徐々に否定的に・・ 

ら 乱痴気騒ぎは落城の危機 来年五輪は乱暴な 

り 利害関係力学捨てて 竜頭蛇尾でも理想的 

そんなこんなで、いつの間にか年の暮、大掃除でもして気分転換。ラジカセで BGMを流して、さあ元気に行こう 

る ルージュ色してルームの掃除 ルンバ聴く間にルンバ君 

感染して病院で死ぬことになると、感染の恐れがあるので死体の帰宅はできないとか。寂しい末期になるらしい。 

れ 霊安室にも令室入れず 冷酷に走る霊柩車 

ならば、生きている内に安全な場所で愉快にクリスマスイブをやろうじゃないかと意気投合。 



ろ ロールキャベツにローストチキン 籠城イブです老夫婦 

友人から、「憂さ晴らしに忘年会でも」と誘われはしたが・・・ 

わ わいわい騒ぐの禍（わざわい）の因 我が身守ろう我行かず 

色々批判はあろうとは思うが、やはり「国家の長」「行政の長」「一家の長」にはそれなりの苦労があろうというも

の。「何、それほどのことしてねえじゃねえかって？」「うーん、さもありなん」 

を をさ（長）は大変をちこち（遠近）目やり をちかた（遠方）目配りをば欠かず 

何はともあれ生き残らないことには、歴史年表に一文字すら書き記すことができない。天の力を借りてでも、災厄

の火を消すか、禍の渦から抜け出すかしなければならない。 

ん 運を味方に運気を上げて 運否天賦（うんぷてんぷ）だ うん そうだ 

以上 

 

そして、折りあたかも最終行の「ん」を書き終えた日 

「年末年始の Go to XXXを中止する」等が発表された。遅きに失したということにならなければよいが・・・。 

次なる課題は「オリンピック中止の判断」。早めに発すれば「英断」の評価が高まるが、恐らくぎりぎりまで結論を

引き延ばし、挙げ句の果てが責任問題・進退問題にまで発展して・・・・・。 

こんな展開が初夢になって現れはしないかと。 

そんなこととは何のかかわりもなく、時だけは進んで行き、やがて令和３年「辛丑（かのとうし）」の年が始まる。 

かぜにさそわれのんびりさんぽ としのはじめだうしろみぬ 


